
RStudioの画面構成、作業ディレクト
リの変更、R Markdownの基礎までを含
みます。
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RStudioの起動1

3

①

②

この部分の見え方はヒトそれぞれだと
思いますが、重要なのは①RStudioを
起動するときに「②管理者として実
行」することです。これを徹底しない
とパッケージのインストール時に不具
合に遭遇しやすいためです。パッケー
ジのインストールをするつもりがない
場合でも常に管理者として実行するこ
とを強く推奨します。



RStudioの起動2
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起動後の状態。



RStudioの起動3
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起動後の状態。①Filesタブで見えて
いる赤枠内は、Windowsのヒトはド
キュメントフォルダ直下の情報が見え
ています。

①



RStudioの起動4
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起動後の状態。①Filesタブで見えて
いる赤枠内は、Windowsのヒトはド
キュメントフォルダ直下の情報が見え
ています。②実際のドキュメントフォ
ルダの中身と見比べると理解しやすい
でしょう。

②



RStudioの終了1

7

①

RStudioの終了は、通常のソフトウェ
アと同様に、①×ボタンを押せばよい
です。



RStudioの終了2
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RStudioの終了は、通常のソフトウェ
アと同様に、①×ボタンを押せばよい
です。②「ワークスペースをSaveする
か？」的なことを聞かれた場合、初心
者でよくわからないうちは③「Don’t 
save」で構いません。

②

③
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各領域（ペイン… 1
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再起動後の状態。デフォルトでは3つ
の領域が見えていると思います。それ
ぞれをペイン（Pane）といいます。
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再起動後の状態。デフォルトでは3つ
の領域が見えていると思います。それ
ぞれをペイン（Pane）といいます。①
Consoleペイン、②Environmentペイン、
そして③Filesペインです。

① ②

③

各領域（ペイン… 2



各領域（ペイン… 3
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④

⑤

再起動後の状態。デフォルトでは3つ
の領域が見えていると思います。それ
ぞれをペイン（Pane）といいます。①
Consoleペイン、②Environmentペイン、
そして③Filesペインです。慣れない
表現に最初は戸惑うかもしれませんが、
「ペイン（Pane）」とよぶことを知っ
ておけば、④View、⑤Panesの意味が
なんとなくわかります。



各領域（ペイン… 4
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各ペインの横幅や高さは調整可能です。



各領域（ペイン… 5
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各ペインの横幅や高さは調整可能です。
例えば、①や②のところにカーソルを
持っていき、右に移動させると…

①

②



各領域（ペイン… 6

15

①

②

各ペインの横幅や高さは調整可能です。
例えば、①や②のところにカーソルを
持っていき、右に移動させると、③
Console画面の幅を広くすることがで
きます。

③



各領域（ペイン… 7
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①

①の部分も同様にして上下させること
で…



各領域（ペイン… 8
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①の部分も同様にして上下させること
で、右側の2つのペインの上下幅を変
更することができます。状況に応じて
見やすいように変更して下さい。

①



各領域（ペイン… 9
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各ペインについて、上下方向に画面サ
イズの①最大化や②最小化を行うこと
ができます。たとえば①を押すと…

①②



各領域（ペイン… 10
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こんな感じで③Environmentペインを
最大化することができます。①をもう
一回押すと元に戻ります。

①
③



各領域（ペイン… 11
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②
①

①Environmentペインの②最大化は、
③Filesペインの④最小化と同義です。

④
③



各領域（ペイン… 12
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①Environmentペインの②最大化は、
③Filesペインの④最小化と同義です。
同様に、①Environmentペインの⑤最
小化は、③Filesペインの⑥最大化と
同義です。

①

③

⑤

⑥
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電卓的な利用 1
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①

①Console画面上で、②「1+1」と打ち
込んでからリターンキーを押したとこ
ろ。2という結果が表示されているこ
とがわかります。

②



電卓的な利用 2
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①Console画面上で、②「1+1」と打ち
込んでからリターンキーを押したとこ
ろ。2という結果が表示されているこ
とがわかります。③「1 + 1」のよう
に、間に半角スペースがあってもかま
いません。

③



電卓的な利用 3
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①Console画面上で、②「1+1」と打ち
込んでからリターンキーを押したとこ
ろ。2という結果が表示されているこ
とがわかります。③「1 + 1」のよう
に、間に半角スペースがあってもかま
いません。④「10 * 5」で、50という
結果だとわかります。

④
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プロンプト（>）
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①

ここまでの作業で、コマンドを実行す
るごとに、その結果が表示されるとと
もに、①「>」が表示されます。これ
をプロンプトとよびます。これが見え
ていれば、「直前のコマンド実行が完
了している」と解釈してよいです。



Console画面クリア 1

28

このあと、1行1行コマンドを打ち込ん
でいくと、常に①Console画面上の下
部である、②のあたりに入力すること
になります。必要に応じて①Console
画面をクリア (Clear Console)して、
Console画面上部でコマンド入力でき
るようにするやり方を示します。

①

②



Console画面クリア 2
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基本的には①を押すだけです。②Edit
メニューから、③Clear Console。④
キーボード上で「Ctrl」キーを押しな
がら「L」キーでもかまいません。

①

②

③ ④



Console画面クリア 3
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⑤

基本的には①を押すだけです。②Edit
メニューから、③Clear Console。④
キーボード上で「Ctrl」キーを押しな
がら「L」キーでもかまいません。⑤
Console画面クリア後の状態。
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計算の中断 1
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①

さきほどの①「Ctrl + L」は、「Ctrl
キーを押しながらLキーを押す」とい
う意味で使いました。



計算の中断 2
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さきほどの①「Ctrl + L」は、「Ctrl
キーを押しながらLキーを押す」とい
う意味で使いました。次に②Console
上で、コマンド入力が不完全な状態の
ときに表示される「+」とその解決策
を示します。②



計算の中断 3
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さきほどの①「Ctrl + L」は、「Ctrl
キーを押しながらLキーを押す」とい
う意味で使いました。次に②Console
上で、コマンド入力が不完全な状態の
ときに表示される「+」とその解決策
を示します。例として、本当は
「10*5」のところ、意図的に③
「10*」まででリターンキーを押して
みましょう。④のようになればOKです。③

④



計算の中断 4
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どうにかしてこのままの状態で10*5を
計算したい場合は、④の状態から5と
打ち込んでリターンキーを押します。

④



計算の中断 5
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どうにかしてこのままの状態で10*5を
計算したい場合は、④の状態から5と
打ち込んでリターンキーを押します。
⑤無事「10*5」の計算結果である50が
表示され、⑥プロンプトが表示されて
いることがわかります。

⑤

⑥



計算の中断 6
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①
②

③
④

①一旦Console画面のクリアをしてお
いて、②もう1回同じ状況にします。
「プロンプト(>)」ではなく、③「+」
になってしまったときの推奨手順は、
④「Esc」キー。



計算の中断 7
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①一旦Console画面のクリアをしてお
いて、②もう1回同じ状況にします。
「プロンプト(>)」ではなく、③「+」
になってしまったときの推奨手順は、
④「Esc」キー。④「Esc」キーを押し
た結果。確かにプロンプト（>）が出
ていますね。

④
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ヒストリー機能 1
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①

ヒストリー機能とは、以前実行したコ
マンドを再利用する機能のことです。
①Historyタブをアクティブにすると、
これまで実行したコマンドがリスト
アップされているのがわかります。



ヒストリー機能 2
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キーボードの上矢印キーを押した回数
分に相当する、過去に入力したコマン
ドが②のコマンドプロンプト上に表示
されます。

②



ヒストリー機能 3
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②

例えば、上矢印キーを4回押すと、③
のコマンドが②の部分に表示されます。
この程度であれば手打ちでも十分です
が、複雑になってきたときに大変便利
な機能です。

③



ヒストリー機能 4
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③
②

①

実用上は、①Historyで見えるコマン
ドから、再実行またはテンプレートと
して利用したいものをダブルクリック
します。例えば、②をダブルクリック
すると、③のようになります。
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作業ディレクト… 1
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②

実際の解析においては、予め解析した
いファイルが存在するフォルダ（ディ
レクトリ）を作業ディレクトリにして
おくのが一般的です。①入力中のもの
は実行するなりして、②でConsole画
面をクリアしておきます。

①



作業ディレクト… 2
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①

②

③ ④

作業ディレクトリの変更方法1。①
Session、②Set Working Directory、
③Choose Directory。一連の作業は、
④「Ctrl + Shift + H」と同義です。



作業ディレクト… 3
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作業ディレクトリの変更方法1。①
Session、②Set Working Directory、
③Choose Directory。一連の作業は、
④「Ctrl + Shift + H」と同義です。
ここでは、⑤「デスクトップ」に変更
して、⑥Open。

⑤

⑥



作業ディレクト… 4
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①
② ③

④

⑤

こんな感じになります。一連の作業は、
①のコマンド実行と同義です。②の部
分はヒトそれぞれ。③がDesktopに
なっていれば、意図通りにデスクトッ
プに変更できていると判断してよいで
す。④Filesペインの、⑤の部分も①
と連動して変更されています。慣れて
いないうちは、作業ディレクトリの変
更忘れに起因するミスが例年続出しま
すので、特に注意してください。



作業ディレクト… 5
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①

② ③

作業ディレクトリの変更方法2。これ
は①Filesタブの、②の部分を「作業
ディレクトリ」とは無関係に任意に変
更できることを利用するやり方になり
ます。したがって、まずここを最終的
に作業ディレクトリにしたいフォルダ
にすべく、③をクリックします。



作業ディレクト… 6
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④

⑤

⑥

こんな感じになるので、ここでは④
「デスクトップ」上に新規作成した、
⑤hogeフォルダを選択して、⑥Open。



作業ディレクト… 7
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こんな感じになるので、ここでは④
「デスクトップ」上に新規作成した、
⑤hogeフォルダを選択して、⑥Open。
⑦こんな感じになって、hogeの中身が
見られるようになります。但し、hoge
というフォルダの中身が見られるだけ
で作業ディレクトリの変更はまだです
のでご注意ください。

⑦



作業ディレクト… 8
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こんな感じになるので、ここでは④
「デスクトップ」上に新規作成した、
⑤hogeフォルダを選択して、⑥Open。
⑦こんな感じになって、hogeの中身が
見られるようになります。但し、hoge
というフォルダの中身が見られるだけ
で作業ディレクトリの変更はまだです
のでご注意ください。⑦のような状態
で、⑧を押して、⑨Set As Working 
Directory。

⑦
⑧

⑨



作業ディレクト… 9
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⑩

こんな感じになるので、ここでは④
「デスクトップ」上に新規作成した、
⑤hogeフォルダを選択して、⑥Open。
⑦こんな感じになって、hogeの中身が
見られるようになります。但し、hoge
というフォルダの中身が見られるだけ
で作業ディレクトリの変更はまだです
のでご注意ください。⑦のような状態
で、⑧を押して、⑨Set As Working 
Directory。⑩のコマンドが実行され
て、無事作業ディレクトリの変更がで
きました。このやり方の場合は2ス
テップ必要ですのでご注意ください。



作業ディレクト… 10

54

①

②

①で見えている場所が何であろうとも、
②で見えている場所が作業ディレクト
リですので、②の場所に注意を払うの
が重要です。
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◼ 作業ディレクトリの変更（Session → Set Working Directory → Choose Direc…）

◼ Sourceペイン（Rのソースエディタ）を利用した解析
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◼ Rスクリプトファイル（拡張子.R）
 一般的なテキストファイル(拡張子.txt)と同等

 実行したい部分をコピペ実行が基本形

 初心者の視点ではとっつきやすい

◼ Rマークダウンファイル（拡張子.Rmd）
 Rのコマンドとマークダウンを組合せたもの

 マークダウン（Markdown）とは、HTMLを手軽に生成するた
めに開発された軽量マークアップ言語

 近年主流となっているRの実行手段

 Google Colaboratory（Colab）や Jupyter Notebookと似た
操作感

牧野磨音ら, 日本乳酸菌学会誌, 33(3): 195-205, 2022
①

講義スタイルは教員によって様々です
が、多くの場合、.Rあるいは.Rmdとい
う拡張子からなるファイルをRStudio
経由で読み込み、ファイル中に記載さ
れたコマンドを順に実行していく形の
講義になります。まずは、（このスタ
ンスで講義を行う講師もいますので）
拡張子が.Rの昔ながらのやり方の基本
形を示します。①Rマークダウンに関
する日本語の解説記事です。
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 新規のRスクリプトファイル（.R）の作成から（File → New File → R Script）
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①

②

ここでは、既存の.Rファイルの読込み
ではなく、新規の.Rファイルを開き、
その中に簡単なコマンドを記載する流
れで解説します。Historyにコマンド
実行履歴が見えますが、①と②を押し
て削除しても構いません。
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①

②
③ ④

新規の.Rファイルの作成は、①File、
②New File、③R Script。一連の作業
は、④「Ctrl + Shift + N」と同義で
す。
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新規の.Rファイルの作成は、①File、
②New File、③R Script。一連の作業
は、④「Ctrl + Shift + N」と同義で
す。実行後。
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①

②

左上にあった①Consoleペインが下に
移動し、②新規のRスクリプトファイ
ルを開いた状態だと解釈します。Rに
限らずですが、プログラム実行に必要
な記載内容のことをソース（Source）
といいますので、.Rや.Rmdのことを
ソースファイルとよぶこともあります。
それゆえ、この赤枠の領域はSourceペ
インと呼ばれます。通常は、この
Sourceペインを加えた計4つの領域が
見えている状態で解析を進めていくこ
とになります。
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①

②

①のように簡単な2行分のコマンドを
記載してみましょう。ファイルの中身
が変更された場合は、②で示すように
右上にアスタリスク（*）がつきます。



新規のRスクリプト… 6

63

③

①のように簡単な2行分のコマンドを
記載してみましょう。ファイルの中身
が変更された場合は、②で示すように
右上にアスタリスク（*）がつきます。
③フロッピーディスクのアイコンをク
リックして保存しましょう。
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④

⑤

①のように簡単な2行分のコマンドを
記載してみましょう。ファイルの中身
が変更された場合は、②で示すように
右上にアスタリスク（*）がつきます。
③フロッピーディスクのアイコンをク
リックして保存しましょう。④デフォ
ルトの保存先は作業ディレクトリであ
り、⑤ファイルの拡張子は.Rです。
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①のように簡単な2行分のコマンドを
記載してみましょう。ファイルの中身
が変更された場合は、②で示すように
右上にアスタリスク（*）がつきます。
③フロッピーディスクのアイコンをク
リックして保存しましょう。④デフォ
ルトの保存先は作業ディレクトリであ
り、⑤ファイルの拡張子は.Rです。例
えば、⑥testとして、⑦Save。

⑥

⑦
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②

①

③

①のリロードボタンを押すなどすると、
②test.Rが見られます。また、保存前
まではUntitled1でしたが、保存後は
③test.Rに変更されます。
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今は1行目にカーソルがあります。
ファイル中のコマンドを、このカーソ
ルがある行から1行ずつ実行したい場
合は、②Runボタンをまず1回押します。

① ②
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今は1行目にカーソルがあります。
ファイル中のコマンドを、このカーソ
ルがある行から1行ずつ実行したい場
合は、②Runボタンをまず1回押します。
実行後。③Console画面上で当該行の
コマンドが実行され、④カーソルが次
の行に移動しているのがわかります。
この状態でもう1回⑤Runボタンを押す
と…⑤

④

③
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今は1行目にカーソルがあります。
ファイル中のコマンドを、このカーソ
ルがある行から1行ずつ実行したい場
合は、②Runボタンをまず1回押します。
実行後。③Console画面上で当該行の
コマンドが実行され、④カーソルが次
の行に移動しているのがわかります。
この状態でもう1回⑤Runボタンを押す
と、こんな感じで当該行のコマンドが
実行されます。
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① ②

複数行のコマンドを一度に実行したい
場合は、①のような感じで実行させた
い行を反転させて、②Run。
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複数行のコマンドを一度に実行したい
場合は、①のような感じで実行させた
い行を反転させて、②Run。③のよう
な感じで実行されます。

③
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複数行のコマンドを一度に実行したい
場合は、①のような感じで実行させた
い行を反転させて、②Run。③のよう
な感じで実行されます。その後は特に
test.Rファイルの中身をいじってない
ので、アスタリスク（*）はついてい
ません。この状態であれば、④の×ボ
タンを押せば、Sourceペインを閉じる
ことができます。

④
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複数行のコマンドを一度に実行したい
場合は、①のような感じで実行させた
い行を反転させて、②Run。③のよう
な感じで実行されます。その後は特に
test.Rファイルの中身をいじってない
ので、アスタリスク（*）はついてい
ません。この状態であれば、④の×ボ
タンを押せば、Sourceペインを閉じる
ことができます。こんな感じになりま
す。
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①

②

③

教員から指示のあった.Rファイル（①
test.R）を自分のPCにダウンロードし、
読み込んで利用するやり方です。まず
最初の注意点としては、②と③が一致
していることを確認してください。つ
まり、作業ディレクトリの変更を忘れ
ないということです。作業ディレクト
リ内に解析したいファイルが存在して
いないミスは初心者あるあるです。
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①File、②Open File。

①

②
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①File、②Open File。③作業ディレ
クトリの、④test.Rを選択して、⑤
Open。

③

④

⑤
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⑥

①File、②Open File。③作業ディレ
クトリの、④test.Rを選択して、⑤
Open。こんな感じになり、さきほど新
規作成してコマンドを追加した状態と
同じであることが分かります。⑥終了
しておきます。
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◼ Rスクリプトファイル（拡張子.R）
 一般的なテキストファイル(拡張子.txt)と同等

 実行したい部分をコピペ実行が基本形

 初心者の視点ではとっつきやすい

◼ Rマークダウンファイル（拡張子.Rmd）
 Rのコマンドとマークダウンを組合せたもの

 マークダウン（Markdown）とは、HTMLを手軽に生成するた
めに開発された軽量マークアップ言語

 近年主流となっているRの実行手段

 Google Colaboratory（Colab）や Jupyter Notebookと似た
操作感

①

次は、Rマークダウン（R Markdown）
を解説します。Rマークダウンは、Rの
コマンド実行結果をhtmlレポートにそ
のまま組み込んで出力でき、考察など
も簡単に追加できる便利な機能をもち
ます。また、①ブラウザ上でPythonを
実行可能なColab環境とも使用感が似
ており、それらを覚える上でのハード
ルが下がるメリットもあります。
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新規の.Rmdファイルを作成するには、
①File、②New File、③R Markdown。

①

②

③



新規のRマークダ… 3

82

④

新規の.Rmdファイルを作成するには、
①File、②New File、③R Markdown。
こんな感じになります。④は作成日時
が自動的に入力されます。
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新規の.Rmdファイルを作成するには、
①File、②New File、③R Markdown。
こんな感じになります。④は作成日時
が自動的に入力されます。後で修正で
きるので、⑤と⑥の箇所も自由に変更
し、⑦OK。

⑤

⑥

⑦
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⑧

こんな感じになります。⑧の部分は、
直前まで見えていたものと同じです。
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⑨

こんな感じになります。⑧の部分は、
直前まで見えていたものと同じです。
後から⑨のように自由に変更できます。
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①Sourceペインの高さを広げた状態で
す。

①
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①Sourceペインの高さを広げた状態で
す。②8行目以降を見ていくと、いろ
いろ書かれていることがわかります。
③下へ。

③

②
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①Sourceペインの高さを広げた状態で
す。②8行目以降を見ていくと、いろ
いろ書かれていることがわかります。
③下へ。赤枠の8～31行目の記載内容
は、ただのテンプレート（こんな感じ
で書くという例示のようなもの）で不
要のため、削除します。
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④

①Sourceペインの高さを広げた状態で
す。②8行目以降を見ていくと、いろ
いろ書かれていることがわかります。
③下へ。赤枠の8～31行目の記載内容
は、ただのテンプレート（こんな感じ
で書くという例示のようなもの）で不
要のため、削除します。削除後の状態。
どのタイミングでやっても構わないで
すが、④フロッピーディスクのアイコ
ンをクリックして保存します。
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④

⑤

⑥

⑤デフォルトの保存先は作業ディレク
トリであり、⑥ファイルの拡張子
は.Rmdです。
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⑧

⑦

⑤デフォルトの保存先は作業ディレク
トリであり、⑥ファイルの拡張子
は.Rmdです。例えば、⑦test2として、
⑧Save。
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①

②

③

前回のtest.R同様、①のリロードボタ
ンを押すなどすると、② test2.Rmdが
見られます。また、③は、保存前まで
はUntitled1でしたが、保存後は
test2.Rmdになります。
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R Markdownは、R + Markdownであり、
RのコードとMarkdown形式の文書を組
み合わせて記述していくものです。①
1～6行目はMarkdown形式の文書に相当
します。Rのコードは、②のInsert a 
new code chunkボタンを押して…

①

②
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R Markdownは、R + Markdownであり、
RのコードとMarkdown形式の文書を組
み合わせて記述していくものです。①
1～6行目はMarkdown形式の文書に相当
します。Rのコードは、②のInsert a 
new code chunkボタンを押して、③R
を選ぶと…

③
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④

R Markdownは、R + Markdownであり、
RのコードとMarkdown形式の文書を組
み合わせて記述していくものです。①
1～6行目はMarkdown形式の文書に相当
します。Rのコードは、②のInsert a 
new code chunkボタンを押して、③R
を選ぶと、こんな感じになります。R
のコードは、チャンク（chunk）と呼
ばれるブロック単位で実行されます。
今挿入された8～10行目の8行目がチャ
ンクの開始行、10行目が終了行という
ことになり、④9行目の部分に実際に
実行させたいコードを書き込みます。
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①

②

実際にコマンドを書き込みます。とり
あえず①のように2行分打ち込んで、
②Run Current Chunkをクリック（再
生ボタンだとみなせばよいです）。
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実際にコマンドを書き込みます。とり
あえず①のように2行分打ち込んで、
②Run Current Chunkをクリック（再
生ボタンだとみなせばよいです）。実
行結果。③Console画面だけでなく、
①8～11行目のRチャンクの、④下側に
計算結果が表示されていることがわか
ります。⑤や⑥を押すと表示結果をク
リアできます。

③

①

④

⑤

⑥
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実際にコマンドを書き込みます。とり
あえず①のように2行分打ち込んで、
②Run Current Chunkをクリック（再
生ボタンだとみなせばよいです）。実
行結果。③Console画面だけでなく、
①8～11行目のRチャンクの、④下側に
計算結果が表示されていることがわか
ります。⑤や⑥を押すと表示結果をク
リアできます。クリア後の状態。
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Markdown形式の文書は、①7行目や、
②12行目のような、③チャンクの外側
の部分に書くことができます。 

①

②

③
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Markdown形式の文書は、①7行目や、
②12行目のような、③チャンクの外側
の部分に書くことができます。①の部
分に記載した結果。（Rスクリプト
ファイルのときは、#はコメントを意
味しましたが）R Markdownでは、④7
行目先頭の#はhtmlファイル作成後の
見出しに相当します。そもそも
Markdownを書くチャンク外の部分自体
がコメントに相当しますので、8行目
のように#をつけずに書くことができ
ます。 

①

③

④
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④

⑤

注意点として、「④7行目先頭の#は
htmlファイル作成後の見出し」を見出
しとして正しく機能させるためには、
⑤の部分に半角スペースを入れる必要
があります。
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①

次はRmdファイルからhtmlファイルを
生成する作業です。このようなある情
報をもとに別のものを生成する作業の
ことをレンダリング（rendering）と
いいます。htmlファイルを入力として
与えてウェブブラウザで視覚的に見や
すくするような作業もレンダリングの
1種です。RStudioでは、①Knitを押せ
ばhtmlファイルを生成できます。
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次はRmdファイルからhtmlファイルを
生成する作業です。このようなある情
報をもとに別のものを生成する作業の
ことをレンダリング（rendering）と
いいます。htmlファイルを入力として
与えてウェブブラウザで視覚的に見や
すくするような作業もレンダリングの
1種です。RStudioでは、①Knitを押せ
ばhtmlファイルを生成できます。①を
押して数秒後の状態。②Renderタブが
アクティブになり、赤枠内がごちゃご
ちゃ出力されて…

①

②
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③生成されたhtmlが表示されます。④
リロードすると、⑤test2.Rmdと拡張
子以外の部分が同じ、⑥test2.htmlが
確かに存在することがわかります。

③

④

⑤
⑥
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③生成されたhtmlが表示されます。④
リロードすると、⑤test2.Rmdと拡張
子以外の部分が同じ、⑥test2.htmlが
確かに存在することがわかります。⑤
test2.Rmdファイル中の⑦の部分と、
⑥test2.htmlファイル中の⑧の部分を
見比べると挙動がよくわかります。

⑤
⑥

⑦

⑧
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③

④

②

①

①test2.htmlファイルは既に存在する
ので、②終了してOKです。また、③
Saveして、④終了してOKです。
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①test2.htmlファイルは既に存在する
ので、②終了してOKです。また、③
Saveして、④終了してOKです。こんな
状態になればOKです。



Contents
◼ RStudioの起動と終了（管理者として起動するのを忘れずに）

◼ 各領域（ペイン）の説明と横幅や高さの変更

◼ 電卓的な利用

◼ プロンプト（>）、Console画面クリア（ほうきボタン、または「Ctrl + L」）

◼ 計算の中断（「Esc」キー、または「Ctrl + C」、または「Ctrl + Z」）

◼ ヒストリー機能（Historyペイン、または上下矢印キーを利用）

◼ 作業ディレクトリの変更（Session → Set Working Directory → Choose Direc…）

◼ Sourceペイン（Rのソースエディタ）を利用した解析
 新規のRスクリプトファイル（.R）の作成から（File → New File → R Script）

 既存のRスクリプトファイル（.R）の読込から（File → Open File）

 新規のRマークダウンファイル（.Rmd）の作成から（File → New File → R 
Markdown）

 既存のRマークダウンファイル（.Rmd）の読込から（File → Open File）

108
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教員から指示のあった.Rmdファイル
（①test2.Rmd）を自分のPCにダウン
ロードし、読み込んで利用するやり方
です。まず最初の注意点として、②と
③の一致を確認してください。つまり、
作業ディレクトリの変更を正しく行っ
ておきましょうです。作業ディレクト
リ内に解析したいファイルが存在しな
いミスは初心者あるあるです。

②

③

⑤
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①File、②Open File。

①

②
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①File、②Open File。③作業ディレ
クトリの、④test2.Rmdを選択して、
⑤Open。

③

④

⑤
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①File、②Open File。③作業ディレ
クトリの、④test2.Rmdを選択して、
⑤Open。こんな感じになり、さきほど
作成した状態と同じであることが分か
れば、⑥終了して構いません。

⑥
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